
本　　省

評価年度　　２０年度

事 業 名 ：

事業費予算化年度：

全 体 事 業 費 ：

事 業 目 的 ：

事 業 場 所 ：

構 造 ・ 規 模 ： ＜
＜
高層棟 ＞Ｓ造 一部 ＳＲＣ、ＲＣ造 地上21階、地下4階、塔屋1階

＜
＜
低層棟 ＞ＲＣ造 一部 ＳＲＣ造 地下4階

① 事 業 の 効 果 ：

②対応方針 (案 ) ：

官庁営繕事業の事後評価表

　霞ヶ関Ｄブロック内にあって、建設から６０年以上経過した旧２号館の老朽、狭あいの解消を目的とする。ま
た、事業開始後、省庁再編に伴う入居官署変更が行われ、当初目的に加え、新省庁の業務遂行のため所
要の整備を図りながら、街区全体を整備する。
事
業
概
要

平成７年度

東京都千代田区霞が関２－１－２

７２，２０７百万円

中央合同庁舎第２号館

事業完成年度：平成１５年度

総延べ床面積　１２５，１７１㎡

　当初想定していた事業の効果は概ね発現しており、特に対応は必要ない。

　中央合同庁舎第２号館事業、すなわち、高層棟、低層棟の整備全体の業務を行うための基本機能評点（Ｂ
１）は１６１点であり、また、施策の基づく付加的機能評点（Ｂ２）は地域性、景観性、環境保全性、防災性、耐
用・保全性はＡ、ユニバーサルデザイン（建築物内）はＢという評価となり、所要の効果が発揮された。
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